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研究会報告１

｢エリュトゥラー海案内記」

（１）エジプト～エラ

の遺跡を訪ねて

エジプト～エチオピア

蔀勇造

２．エジブ卜

まず「案内記』第１節は，紅海に臨んだエジプトの

交易港について次のように記す。

1．はじめに

『エリュトゥラー海案内記」は，１世紀の半ば過ぎに

シャ系商人によって著された商業エジプト在住のギリ

エリュトゥラー海の指定された停泊地や同海沿岸の商業

地の中で。最初のはエジプトの港ミュオス・ホルモスで

案内書である。現在の紅海からアラビア海，インド洋

沿岸諸地方の物産や各港におけるへかけての海域の，
ある。その次には，航海していくと1800スタディオンを

とから，東西交渉

史料的に恵まれて

交易の実情を詳しく紹介していることから， 隔てて右手にベルニーケー（正しくはベレニーケー）が

ある。両地の港はエジプトの果てにあり，史の研究においては言うに及ばず， エリュトゥ

ラー海の湾である。
いない当時のそれらの地方の事情を知るうえでも，

不
昭

両者の間に横ナイル河と紅海の沿岸は勿論のこと，我が国では，可欠の史料として重んじられてきた。

きたわる砂漠も早くから調査・研究の対象となって和21年刊の故村川堅太郎氏の訳註書')が長らく使用ざ

た。砂漠には隊商路・宿駅の遺跡の外に，採石場や鉱

山の跡も少なくない（地図ｌ参照)。隊商路・宿駅の

調査については，近年アメリカのデラウェア大学の活

れてきたが，筆者は，その後半世紀近くの間に諸分野

で達成された研究の成果を取り入れ，この村川氏の翻

訳と註釈を一新しようと考えた。そしてこの企画に対

筆者も今回は主にこの

行った。先ず３月１８日

動に見るべきものがあるので，財団法人三菱財団の平成５年度人文科学研究助成し

調査隊の報告z)を参考に踏査を行った（を受けられるようになったのを幸い，『案内記』の記

述の対象になっている紅海・インド洋沿岸の諸地方の

実地調査を，今年（平成６年）から来年にかけて３回

ローマ時代にナイル河畔の交易センと２０日の両日，

ターであったCoptos（現Qift）の遺跡を観た。２１日に

はキフトの北のＱｅｍから紅海岸のＡｂｄＳｈａ`ｒに通じ

る未舗装ルートを車で走り，El-Heita(写真ｌ）を始め

とする沿道の宿駅と，MonsPorphyritesの採石場の遺

跡を訪れた。翌日にはアブー・シャァルの海岸の遺跡

(写真２）と．近くのBirAbOShaTEl-QibUを観た後，

に分けて行うことにした。

紅海の西のエジプ

『案内記』関係の遺

第１回目の今回は，ヨルダンと，

ﾄからエチオピアにかけての地の，

科学的な考古学調査を行っ跡の探訪を主目的とした。

た訳ではないので，学問的に新たな発見として報告で

きることは少ない。それでここでは，各遺跡について

近年の調査・研究の状況に触れるとともに，現地を訪

ﾄに戻らねばならなかったので，クセイル経由でキフ

非常に慌ただしい日程であった。このアブー・シャァ

ルは従来ミュオス・ホルモスに比定されてきたが，デ旅程の都合で，れて気付いた点を記すにとどめたい。

ラウェア大学隊の調査によると遺跡はローマ時代後期トリアを訪れた後でエジプトに回っエチオピアとエリ

たが，以下には｜

ついて先に記す。

に属する砦の跡で，隊商路と言われてきたものも，の順序に従ってエジプトに｢案内記」

イル河畔まで運ぶための道ではなかつ採石場の石をナ

たかという。了

なお最後に訪れたヨルダンのべトラ

アブー・シャァル北方のZeit湾に臨んに関しては，我が国においても既によく知られている

と思い，本報告では割愛した。 やはりローマ時代のものと思われる別の遺跡があで．

この地域一帯のさらなる調査がるということなので，
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望まれる。

他方ベレニーケーは遺跡の

場所こそ判っているものの，

そこが現在軍港の一部になっ

ているため訪れることができ

ず，２４日にコプトスとこの港

を結ぶルートの途中にある，

WadiMenihの岩室（写真３）
a｡【)qoa￣a｡【)qoa￣a｡【)qoa￣ oｍｅ（７）

を調査するだけで満足せざる

をえなかった。ここの岩壁に

は，古来この道を往来した旅

､､に三

ＩＡｂｕＳｈａ７ａｒ

……鰄〆
ＩＡｂｕＳｈａ７ａｒ

……鰄〆
MonsPorph

人達が様々な言語と文字で記

した多くのグラフイットが遺

されている。既に複数の欧米

の研究者によって調査が行わ

れ，数点の論文も発表きれて

いるが，有名なLysasのギ

リシャ語刻文（写真４）の左

下に，エチオピア語刻文を新

夕夕

Dｅ

# Ａｐｏｌ

ＭａＱ
発見したのは収穫であった。

エジプトではこの外，１９日に

MonsClaudi3nusの採石場跡

を訪れた。なおエジプト調査

にあたって，財団法人中近東

０５０１００

￣

ＫＩｌｏｍ巴【Brｮ

１１A’

文化センターの川床睦夫氏よ
地図１ナイル河畔と紅海を結ぶルート

(SESidebothamerα〃`Fie1dwork…,',Fig.１に加筆）り数々の便宜を図っていただ

き，感謝に堪えない（

ブラ・ダモの修道院を訪れた。 アクスムの調査・研究

3．エチオピア・エリトリア（地図２参照） 金沢大学文学部の柘植洋史と遺跡の現状については，

-氏が既に報告3)を書かれているので．「案内記」第４節には，現在のエリトリア海岸より数

キロ入った所にアドゥーリ（＝アドゥーリス）という

商業地のあることを伝え，そこから内陸に３日進むと

象牙取引地のコロエーが，さらに５日進むと首都のア

クソミテース（＝アクスム）があると記している。

アクスムはエチオピア北部のティグレ川に現在もこ

の名の町があり，ここがかつてアクスム王国の首都で

そちらを参照

されたい。

リアでは首都アスマラの考古博物館エリト (写真７）

土した遺物が展示されてに．アドゥーリス遺跡より出

いる。１２日と１５日の２度にわたって調査し，館長の

TajedmNouredaim氏とも会見した〔 １３日にアスマラ

から紅海岸のマッサワに行き，戦火の跡も生々しい市

内の様子を見て回った後，翌日悪路に難渋しながらもあった頃を偲ばせる遺跡や碑文が遺されている (写真

７の なんとかアドゥーリスにたどり着き，短時間ではあっ５，６)ｎ３月５日から９日にかけて滞在し， ６．７α

また８日両日はアクスム市内の遺跡や博物館を調査， たが遺跡と周辺の景観を観察できたのは幸いであった

には近郊のイェハにあるプレ・アクスム期の遺跡とデ この遺跡はこれまで欧米の数人の研究者に(写真８）。
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地図２アクスム時代の遺跡

ｐｌｌ５）Anhay,Lesα"αc"ＳＥ肋jOPjBj0s,Paris，1990,(Ｆロ

よって部分的な発掘が行われはしたが。 海岸部も含め ontheRedSeaCoast：Thel987Season'',／ozJmaJq／Zｌｉｅ

A腕e戒α〃ＲＣＳ“冗力Ｃｅ"tFγｊ〃ＥとOp426,1989,127-166；ｉｄ.，

"Surveyofthe，AbuSha，ar(sjc)‐NneRoad",Ａ沈2河cα"ﾉＯ脚”αＪ

ｑ/Ａ7℃ﾉiago/理95,1991,571-622：SESidebotham,“Ports

oftheRedSeaandtheArabia-IndiaTrade"，ＶＢｅｇｌｅｙａｎｄ

ＲＤ､ＤｅＰｕｍａ（eds.),Ｒｏ腕ｃα"ｄ"｡f〔zfTyicA"c""tＳｍ

て周辺部のサーヴェイからやり直す必要があると感じ

ている4〕に

Ｔｍ庇,Madison,1991,12-38.

3）柘植洋一「アクスム（エチオピア北部）の遺跡につい

て｣，『金沢大学考古学紀要』，21,1994,159-168.

4）アドゥーリスについての詳細は，拙稿「アドゥーリス紀

功碑文の新解釈｣，『東西海上交流史研究』３，１９９４，７３－

１１４を参照されたい。そこにも記したように，カッスンは

ＭａｄｉＲｍＬ１
注

洋一’ア

l）『エリユトウラー海案内記』，生活社，昭和21年（1993年

に中公文庫として復刊)。なおこの書の最も新しい訳註書

は，LCasson，ＴＡＣＰ"幼/fｨｓＭｔｚ病Ｅが仇mcj，Princeton，

1989で，『オリエント』33-2,1990,139-145頁に拙評が

ある。 『案内記』第４節の記事に照らして，当時のアドゥーリス

は現在知られている遺跡よりも北の，マッサワ湾に臨む付

近にあったのではないかと推測している。

2）Ｒ､EZitterkopfandSE・Sidebotham,“StationsandTow-

ersontheQuseir-NUeRoad''’九"醜αﾉｳﾞＥ巴P"α〃Ａ冗ﾉiacol0-

③ﾉ，75,1989,155-189；Ｓ・ESidebothamctα/､，“Fieldｗｏｒｋ

（〕北
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写真１エル・ヘイタの宿駅遺跡 写真２アブー・シャァルの砦内部

写真４リュサスのギリシャ語刻文写真３ワーディー・メニーフの岩室入口

蕊
写真５アクスムのステレ 写真６エザナ王碑文（アクスム）

一烹鑪(録::包溌遮鱗鴬Ｐﾛ忍句

〃$畠

写真７アスマラの考古博物館 写真８アドゥーリスの遺構
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